










融商品：認識及び測定）, IFRS 7（金融商品：開示）および IFRS 9（金融商品）
で構成されている1。現行では，IAS 32，IAS 39および IFRS７が中心となって
おり，IFRS 9は IAS 39の改訂プロジェクトとしての位置付けである。今後は




































4　 JWG[2000],“Financial Instruments and Similar Items”, An Invitation to Comment on























































8　IASC[1997],“Accounting for Financial Assets and Financial Liabilities”, A Discussion
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11　FVTPL; Fair Value Through ProÀt or Loss












所有目的 SFAS 115 IAS 39 基準第10号
売買目的 FVTPL FVTPL FVTPL








































































20　SFAS 12 pars.14-16, and 28（脚注30）
　　SFAS 12, pars.21.29 and 30（脚注32）
21　辻山栄子「利益概念と情報価値 (1)」斉藤静樹編著『会計基準の基礎概念』中央経済社 ,
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持，強化による収益基盤の拡大を目
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
的として保有している投資について，
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
FVTOCIの金融資産に分類















4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
素の残高は直接利益剰余金に振り替
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
え，当期利益で認識しておりません
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